ア フターヴー ビスにごいて 


mm\^m 

■この商品にはな証書を別途添付しております。 

•な証書は販売店でおミ度しいたしますから所定事項の記入および記載内容をご確認 
いたださ大切にイ呆曽してください。 

■ fc - お]お i ■南 ■ 

参保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。モーターは已年間です。 

(保証書裏面に記載の条件により、保証期間中でち有料修理となる場合があります。） 
♦イ呆証書の記載内容により、お買い上げの販売店び修理を受付いたします。 

その他の詳細は、な証書をご覽<ださい。 

参な証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談<ださい。 

修理によって機能び維持できる場合は、お客さまのご要望により有料修理いたします。 
参修理を依頼されるとをは故障かな？とおもったらに 9 〜 31 ページ）に従って調べて 
いただを、なお異常のあるとをは、ご使用を中止し、お買い上げの販売店に修理を 
依頼して < ださい。 


補修用性能部品の保有期間 


♦当社は、この電動八イブ リツ ド自転車の機能を維持ずるために必要な 
補修用性能部品を製造巧ち切り後、呂年保有していまず。 


アフターサービスについてご不明の場合 


♦お買い上げの販売店か、ちよりの当社 r お客さまご相談窓□」(下記）にお問い合わせください。 
♦曰常の点検および修理は、お買い上げの販売店にお申しつけください 。 ♦ 


お客さまメモ 


お買い上げ年月曰 


年 月 

曰 

お買い上げ店名 



電曰田 ( ノ — 

ちよりの当社ご相談窓 □ 


電話 （ ） 


お客をまご相談窓口 


■まずはお買い上げの販売店へ… 家電製品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販売店へお申し出ください。 

転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓□にお問い合わせください。 

家電商品についてのを般的なご相談く =洋電機巧式を社お客をまセンター> 

受付時間： （365 日）9:00〜18:30 I 総台相談窓 □ |~050-311 6-3434 

※上記番号をご利用できない場合は 大阪 （0 日）-日 994-9570 におかけください。 

※郵便または FAX でご相談される場合〒 570-8 日77大阪府守□市を阪本通2-巳-巳 
兰洋電機株式会社お客さまセンター FAX :大阪の日)-閱 94-9 巳 m 

家電商品の修理ヴービスについてのご相談く=巧電機ヴービス株式を社> 

受付時間：月曜日〜金曜日9:朋〜18:孤 (7 月〜明)8:45〜19:30 ±曜•日曜•祝日•当社休日9:00〜17:孤 


ミ中縄地区 
098-944-5018 


(:※）沖!縄地区の受付時間： 
月曜日〜±曜日 9: 日日〜] 7:3 日 
(曰曜、祝曰及び 
当社休曰を除く） 


持込み修理および部品についてのご相談く=洋電機サービス巧式をな> 

受付時間：月曜日〜±曜日目:00〜17:30 (日曜、祝日、当社休日を除く） 

家電商品の持込み修理および部品のご相談については、各地区拠点（サービスセンター、サービスステーション) 
で承っております。最寄の拠点は弊社ホームページでご確認<ださい。 

■上記のご相談窓口の名称、電話番号は変更することびあ0ますのでご了承ください。 

お客をまご相談窓□におけるお客をまの個人情報のお取扱いについて 


お客さまご相談窓□でお受けした、お客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたします。 

また、お客さまの同意びない限り、業務委託の場合および法をに基づを必要と判断される場合を除を第兰者への開示は行いません。なお、お客さまび 
当社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客さまのお申し出を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただく 
ことびあ0ます。 

<利用目的> 

♦お客さまご相談窓□でお黃けした個人情報は、商品-サービスに関わるご相談-お問い含せおよび修理の対応のみを目的として用います。 

なお、この目的のために兰洋電機株式妄社および関係を社で上記個人情報を利用することびあります。 

<業務委託の場含> 

♦上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を行わせると共に、適切な管理-監督をいたします。 
個人情報のお取り扱いについての詳細はホームぺージ http://jp.sanyo.com をご覧ください。 


修理相 

談窓口 

東京コールセンタ- 

-做 0- びご利用できない場合は、 

旨京 03-5302-3401 へお饥ブくださし)） 

大阪〕ールセンター做 0- びご利用できない場合は、 

大阪 06-4250-8400 へお饥ブくださし)） 

:)ヒ海道地区 

日日日-311日-2333 

近畿地区 

日日日-311日-2己日日 


北陸 

日日日-311日-2日日日 

東化地区 

日日日-3116 -2444 

中部-北陸地区 

中部 

日日日-311日-2郎日 
沼津地区は册日 -3116-2222 

中国*四国地区 

中国 

日日日-311日-2777 

関東-甲信越地区 

日日日-311日-2222 

四国 

日日日-311日-2己配 

九州地区 

日日日-311 6-288 目 


王す電機株す含な 

兰ま電機コンシュ-マエレクト□ニクス株式会な 


家電事業部 

〒日7日-2332兵庫県加西巿鎮岩町19 4 一 4 


7BK-6-P111-03500 0909-② 


取扱説巧書 

電動八イブリツド自転車 

品番 CY-SPJ220 



このたびは電動八イブリツド自転車をお買い上げいたださ、ありびとラございました。この取扱説明書を 
よくお読みいただき、正しくお使いください。とくに 「ま全上のご注意」 は必ずお読みください。 
お読みになつたあとはいつでち取り出せるところに保証書、盗難補償制度のご案内、電動自転車事故通知 
書(八ガキ）とともに大切に保管してください。 

♦盜難補償をお受けになるために添付の「電動自転車盗難補償制度登録票り\ガキ)」に必要事項を記入の 
ラえ、必ずご投かんください。ご投かんされないと盜難補償の手続きびでさません。 



も く じ (ページ) 

• ま全上のご注意(自転車) . 1~已 

• ま全上のごを意(バッテ U —、 充電器)已~8 
• 電動ハイブリッド自転車について 9~10 

• 各部のなまえ . 11 

• 組み立てかた、巧りたたみかた… 12 

参 お乗りになる前に 13~1已 

• 柔りかた .17-20 

• ブレーキ充電(回生充電)について 21 

• 停止、駐輪のしかた'''''''''''''''''''''''''''''' 22 
• 充電のしかた 23~2已 

• バッテリーについて……' …………2已 

• お手入れと保管 .27-28 

• 故障かな？と思った5 29-31 

• 防犯登録について… ……… 32 

参 TS マーク、 BAA マークについて……32 

•仕 様 . 33 

• 定期点検.整備チエック U スト……34 
参 アフターサービスについて 裏表紙 


ご使用にあたってのごま意 


電動八イブ U ッド自転車は道路交通法において自転車でずので運転免許証は不要でずび、普通の自転車と 
は異なる部分びあります。安全、快適にお乗りいただくため、ご使用前にはこの取扱説明書を必ずお読み 
<ださい。この取扱説明書と保証書は紛失しないよラ大切に保管してください。 

電動八イブ U ッド自転車を他人に譲る場合は、次のお客さまのためにこの取扱説明書ちおミ度しください。 


この商品を使用でさるのは日本国内の 
みで、国外では使用できません。 

This bicycle is designed for domestic 
use in」apan only and cannot be used 
in any other country. 


[j 镑 N 卜 MH 

ニッケル水素電池はリサイクルへ 

•商品の仕様、その他の変更により、この取扱説明書の内容や 
イラストと実車び異なる場合びありますびご了承ください。 


この商品にはニッケル水素電池を使用しています。 
ニッケル水素電池のリヴイクルにご協力ください。 




















































































安を上の ごミ主意(自願) f 必ずお守りください^ 


※ご使用の前に、この「ま全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

※ここに示したを意事項は、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
損害を未然に防止するためのちのです。またを意事項は、危害や損害の大ささと切迫の程度を 
明示するために、誤った取扱いをすると生じることび想定される内容を、「危険」、「警告」、 
「ま意」に区分しています。いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 


A 危険 

人び死 t または重傷を負ラ 
危険び切迫して生じること 
び想定される内容。 

A 警告 

人び死 t または重傷を負ラ 
可能性び想定される内容。 

A ま意 

人び傷害を負ラ可能性及び 
物的損害のみの発生び想定 
される内容。 


A 警告 


〇 


強制 


毎回乗車前にガタ、ゆるみ、変お、 

ひび割れなどの異常びないか確認する。 

異常びある状態で柔車すると事故や転倒による 
けびのおそれびあ0ます。 


0 


禁止 


異常がある場合は乗らない。 

事故や転倒によるけびのおそれびあ0ます。 

•ガタ、ゆるみ、変巧、ひび割れなどびある 
• ブレーキびをかない 
• 変速びをかない 

• ブレーキワイヤー、変速ワイヤー、 

電線ケーブルに傷-破損びある 
•タイヤびノじ/クしている 
• LED ライトび点なしない 
• その他の異常びある 
このよラな場合はただちに使用を 
中止し、販売店に点検-修理を 
依頼して < ださい。 



0 


禁止 


本体ジョイントや八ンドルジョイントの 
開閉部に手や指を入れない。 

手や指をはさんでけびをするおそれびあります。 



0 


禁止 


サドル、八ンドルの調舊後、締め付けを 
確認せずに乗らない。 

サドル、八ンドルび外れて 
転倒しけびをするおそれび 
あります。必ず調整後、 

柔る前に確認してください。 



0 


禁止 


本体ジョイントや八ンドルジョイントの 
開閉部に、ブレーキワイヤー、変速ワイ 
ヤー、電線ケープルをはさまない。 

破損して正常に機能しなくなったり、感電する 
おそれびあります。 




巧巧禁止 


改造はしない。また、モーターユニット、 
クランクセンサの分解やを油もしない。 

部品び損傷した D 、がれて転倒によるけびの 
おそれびあ D ます。修理や部品の組み付けは 
販売店にご相談ください。 

また、補助輪の 
取り付けを行わ 
ないで < ださい。 



0 


禁止 


称物を手や A ンドルに引っかけたり、 
ぺットをつないで柔5ない。 

荷物び車輪に巻を込まれたり、バランスを 
崩し転倒によるけびのおそれびあります。 



0 


禁止 


ヴドルやノ V ンドルは引き上げ限界線が 
見えるげ態で乗らない。 

ヴドルや八ンドルの折れや抜けにより 
衝突や転倒によるけびのおそれびあります。 


引き上げ限界線 



引き上げ限界線 



八ンドルキャップを 
上げてご確認ください。 


1 


絵表示の例 





を 


〇記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。図の中や近<に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 


参記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるちのです。図の中に具体的な 
指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください)び描かれています。 


※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してくださし、。 


A 警告 


0 


禁止 


滑りやずい靴や、かかとの高い靴などを 
はいて乗！5ない。 

足がペダルから外れ、転倒によるけがの 
おそれがあ0ます。 



0 


禁止 


二人な上で乗らない。 

八ブステツプに乗るのは大変を険です。 
転倒や落車によるけびの 
おそれびあ0ます。 



0 


禁止 


飲酒時やかぜ薬を服用したとき、体調び 
悪いときは柔!5ない。 

衝突や転倒によるけびの 
おそれびあ0ます。 



0 滑りやすいところや、風の強いときは乗 
5ない。（積雪、凍結した道、 

鉄板の上やめかるみなど）， 1ジ^ 

曾止 前輪や後輪びス U ップして、 

転倒によるけびのおそれび 
あります。自転車から降り 
て、押して歩いてください。 



0 


禁止 


走行中に手や足で前照なの照射角度を 

ミ固巧 I ■打'、 

前ち不ま意となり、衝突や転倒による 
けびや、手足、靴などび車輪に巻を込 
まれ、けびをするおそれびあ0ます。 

停車した状態で前照巧の 
角度を調整してください。 



0 


禁止 


かさをさして乗ったり、片手運転や 
手放し運転で乗5ない。また、携帯 
電話を使用しなび!5走行しない。 

バランスびとりにくく 
なり転倒によるけびの 
おそれびあ0ます。 

雨の日はカッパなどの 
雨具を着用してください。 



0 


禁止 


凸凹の激しいところで乗5ない。 
(歩道の段差や、溝など） 

フレームの損傷や車輪の損傷りてンク含む) 
び生じたり、転倒によるけびのおそれび 
あります。 

この機種は車輪径びルさ <、また 
車体下部に突出した部分(ノ V ンガー 
スタンド)びあり、特に段差の影響 
を受けやすい構造です。 

凸凹の激しいところでは自転 
きから降りて、押して 
歩いてください。 



2 




































































安を上のごミ主意(自願)(つづき)健、ずお守りください) 


A 警告 


0 

禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


〇 

強制 


乱暴(アク□バット的)な運励ホしなし、。 


フレーム や車輪び 
損傷したり、転倒や 
落車によるけびの 
おそれびあ D ます。 



0 

禁止 


かさやステッキ、釣りざおなどを下げ 
たり、差し込んだりして柔5ない。 
また、スポークの 間に ボールな どを 


0 


挟まない。 

車輪びロックして転倒 
するおそれびあ D ます。 



禁止 


下り坂や雨の曰、めれた路面ではスピード 


を出し過ぎない。 

ス U ップしたり、 
ブレーキの 性能び 
低下し制動距離び 
長くなり、転倒に 
よるけびのおそれ 
びあ0ます。 



0 

禁止 


きき込まれやすい服装で乗らない。 

スラックスの据や長いスカート、 

マフラーなどび車輪やギヤに巻を 
込まれ、転倒によるけびのおそれ 
びあ D ます。 



カーブを曲がる側のペダルを下げない。 

ペダルび地面と接触し、転倒による 
けびのおそれびあります。また、ス 
ピードを出したまま急カーフ 
を曲びらないで < ださい。 

ス U ップや転倒によるけびの 
おそれびあ0ます。 



前ブレーキだけのプレーキ操作はしなし、。 

転倒によるけびの 
おそれびあ0ます。 



自動車の横を走巧するときはを全を確認 
する。 

駐車や、停車中の車び急にドアを開けたり、 

車の陰から人や動物び出てくることびあり、 
事故のおそれびあ0ます。 



〇 雷が鳴り出した!5、すみやかに落雷を 
回避でをる場所へ避難ずる。 

落雷により感電するおそれびあります。 


強制 



3 


A 警告 


未組立や未調壁の自転車に乗らない。 

1 xi 調整不足のため転倒や衝突によるけびの 
、ツ E それびあります。 

禁止 

スピードを出し過ぎたげ態で急八ンドル 

1 X 1 ををったり、急力ーブを曲び！5ない。 

ス U ップをしたり、転倒によるけびのおそれび 
**1卜 あります。十分減速して八ンドル操作を行なって 
ください。 

前後ブレーキ動作や八ンドル-車輪の 
Mm タィャの空気圧などの乗車前点検 

を行う。 

強制 ブレーキ動作の異常や各部のゆるみび 

あれば転倒によるけびのおそれびあります。 

また、タイヤの空気圧び適正でないと 
パンクや、 U ムび破損し、転倒による 
けびのおそれびあ 0 ます。 

視界の悪いときは、無な火で乗5ない。 

1 X 1 (夜間やトンネル內や霧など） 

見通しび悪くなり、衝まや転倒による 
けびのおそれびあ 0 ます。また、自動 
て' 車から見えに << なりますのでを険です。 

前照好びつかないとをや U フレクタび 
破損したり巧れている場合は、押して 
歩いてください。 

/TN 八ブステップなど歩巧ちにを害を及ぼす 
1 X 1 おそれのある突起物を取り付けない。 

走行時に歩行者に接触し、けびをさせる 
おそれびあ 0 ます。 

て' また、突起物び引つかかり転倒し、けび 

をするおそれびあ 0 ます。 

けり乗りはしない。 

1 X 1 転倒や接触事故によるけびのおそれび 

VV あります。必ずサドルにまたびってから 
発進してください。 

禁止 

* けり柔りとは 

片足でペダルをこざなびら助走し、反動 
をつけてヴドルにまたびる柔りかたです。 

回転している部分には手や足、物を近づ 
【夕^ J けない。（車輪、チェ-ンなど） 

きを込まれてけびをするおそれや、転倒 
によるけびのおそれびあります。 

下り坂ではブレーキをかけっぱなしに 
1 X 1 しなぃ。 

ブレーキシューび過熱してブレーキの 
な A 効をび悪くなるおそれびあります。 

了' ブレーキはル刻みにかけてください。 

ブレーキシュー、タイヤ、リムにはを油 

( X 1 しなし、。 

ブレーキび効かなくなり、衝突による 
けびのおそれびあ 0 ます。 

が^^^^，" 

走行直後はモーター ユニッ トが高温に 
【夕 叫)なる場合びあるので手を触れない。 

やけどをするおそれびあります。 

接触禁止 

自転車の走行ながの目的では使用しない。 
iX ) (腰かけや踏み台の代わりなど） 

Vi ^ 転倒によるけびのおそれびあります。 

卜 また、スタンドを立てたままでペダルを 

"" 強く踏み込まないでください。 

前輪駆動の特性で発進しよラとする場合 
び友 0 ます。 

ム 

巧童 (13 才未満のち)び索るときは必ず 
mm 自転車用へルメットを着用させる。 

強制 

幼巧を乗せない。 

1 \J 転倒によるけがのおそれがあります。 

禁止 

交換部品はおず純正部品を使用すること。 

MB 市販品を使用すると事故や故障の願 
になります。 

強制 

走行中は電源スイッチやアシストモード 
iXj 切替スイッチ、ライト入/切スイッチの 
操作をしない。 

禁止 前ち不ま意となり、衝突や転倒による 
けびのおそれびあります。必ず停車した 
状態で操作してください。 
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安を上のごミ主意(自願)(つづき)嘘ずお守りください) 


A 警告 

走行中に異音び発生したり、自転車び転 
mm 倒したり、 7 j < に浸かってしまったなどの 
異常び発生した場合は直ちに使用を中止 
強制 し、お買い上げの販売店で点検、壁備を 
行なラ。 

そのまま使用を続けると事故や故障 
の原因になります。 

バッテリーを本体か！5はずすとをや、持 
mm ち運びするときは、バッテリ-パンドル 
を持っ。 

強制 バッテ1」一はかな D ©■さがくを D ます®で 
バッテ U —び落ちて、 

足などにけびをする い\ 

おそれびあります。 

fn \バッテリー 

U 八ンドル 

i 《 CY - PH 31 
しさ。：約1.目 kg 

水洗いはしない。 

tW ) 誠によ]て電気部端よび配線の 
絶縁び劣化し、漏電など故障の原因 
-k め； n LttD ます。天走;了でホ Il & れた 
^ とさは乾いた巧で拭を取ってください。 

/0\走行中は、充電(回生巧電)表示や巧量表示 

1 XI ランプ等を注視しない。 

表示に気をとられ前ち不ま意とな0、衝突 
禁止 や転倒によるけびのおそれびあ D ます。 

年毎および異常を感じたときは販売店で 
mm 自転車ま全舊備±、自転車技師またはそれ 
と同等の技能を有する者により点検を受け 
強制 る。また部品の交換は、下記の目をで行なラ。 

ブレーキび効かな < なった0、ス U ップのため 

転倒のおそれびあ0ます。 

•ブレーキワイヤは、異常びなくても 2 年に 

1回は交換してください。 

•ブレーキレノ（一の遊びび大をいものはすぐ 
に販売店で点検して<ださい。フレーキび 
さかないおそれびあ0を険です。 

•チェーンのたるみび大をいものはすぐに 
販売店で調整をして<ださい。走行時に 
チェーンび外れるおそれびありを険です。 

• タイヤは、接地面（トレッド)の溝びなくなる 
前に交換してください。 

■ブレーキゴムは、溝の残りび、1 mm になる前に 
交換してください。 

不ま定な場所に自転車を保管しない。 

1 XI 風などで自転車び倒れることびあります。 

普通の自転車に比べて車体び若干重いた 
め、起こすとをの負担び大きくな D ます。 

前箱錠を付けない。 

1 xi 箱錠がずれ落ち車輪にはさまるおそれが 
、ゾ あります。 

禁止 


A 注意 


決められた箇所に少量の潤滑油をミ主油 
する。 

ス y をす廚とホ]1」を備させ、勝の原因に 
なりますのでご注意ください。 

発進時-駐輪時は A ンドルの傾きに 
■■ を意ずる。 

前輪び一般の自転車に比べ少し重<なっている 
なま II ® でバランスを崩し転倒するち'それびを D ます。 

発進時は八ンドルを真直ぐにしてください。 

八ンドルび横向をのままペダルを強く踏み込むと、 
前輪駆動の特性によりバランスを崩すおそれびあ 
ります。 

巧りたたんだ状態で座ったり、をたれ 
1 X 1 かか！5ない。 

、ク 八ンガ-スタンドび破損したり、 

禁止 転倒してけびをするおそれびあ0ます。 

/ CN ル径車は直進ま定性びほいため、スピード 

1 XI を出し過ざない。 

/ J 4 圣車は軽快車と比べ車輪径をノ」\さ<設計してお 
禁止 りますので、直進安定性び劣 D ます。特に坂道を 

下る場合、ル刻みにブレーキをかけて十分減速し 
て運転してください。 

/ CN 巧りたたんだ車体は不を定な場所に 

1 X /置かない。 

車体び倒れて破損した D 、 体に当たって 
禁止 けびをするおそれびあります。 


己 


安を上のごミ主意い V ッテリ—、巧電器) 



0 


禁止 


バッテリーを义中に入れたり、加熱 
させた0しない C 

液漏れ、異常発熱、 

破裂の原因に 
なります。 





バッテリーの分解、改造はしない。 

感電、液漏れ、 


異常発熱、 
破裂の原因に 

淵襟止競ま！^ 



0 充電器のケース、コードやプラグが 
傷んだり、コンセントの差し込みび 
ゆるいときは使用しない。 

旱止 感電、発火、異常発熱のおそれびあります。 



〇 バッテリーの液び目に入ったときは、 

こす！5ずに、をれいな水で十分洗った後、 
直ちに医師の治療を受ける。 

強制 失明のおそれびあ0ます。 


〇 


強制 


電源は交流10 0 V 専用のコンセントを 
使用する 

火巧、感電の原因になります。 


化ず AC1OOV で 



0 


禁止 


電源プラグをめれた手で巧き差ししない。 

感電することびあります。 



0 


禁止 


バッテリーの電源端子を金属などで 
シヨートさせない。 

感電、液漏れ、異常発熱、 

破裂の原因にな D ます。 



0 


禁止 


専用のバッテリーのため指定 L ソがの機種 
に接続しない。またその他の用送に使用 
しない。 

液漏れ、異常発熱、破裂の原因になります。 



〇 


強制 


バッテリーを充電する場合は専用の 
充電器を使用する。 

他の充電器を使用すると発火、異常発熱、 


故障のおそれびあ0ます。 

/ 

P 


専用巧電器 K 


」 




充電器の分解、端子間のシヨ’ 
はしなし、。 

感電、発火、異常 
巧が* S 止発熱のおそれび 
あ0ます。 


卜、改造 



0 


禁止 


充電器は専用電池（バッテリー ） m 
の充電には使用しない。 

感電、発火、異常発熱のおそれびあ D ます。 



〇 


強制 


充電器は水平な面に置いて充電する。 

傾いた所で充電すると、 

バッテ U —が転倒し 
けがのおそれが 
あ0ます。 



巨 


















































































安ま上のごミ主意(パッテリ-、巧電器)(っづき) 


A 警告 


0 

禁止 


0 


0 

禁止 


バッテリーを落下させたり衝撃を与える 
など乱暴な取扱いをしない。 


ケースの破損、 

液漏れ、異常発熱、 
破裂の原因になります。 



0 


幼巧の手の届くところでは充電しない。 

感電やけびの原因になります。 




水 めれ 
禁止 


充電器を落下させたり衝撃を与えたり 
しない。 

感電、発火、異常発熱のおそれびあります。 




バッテリーケースやバッテリー八ンドル 
び破損したバッテリーは使用しない。 

液漏れ、異常発熱、 



バッテリーに水や海水をかけたり、水中 
に入れない。 

ショート、異常発熱で使用でをなくなります。 
雨に濡れたとさは、そのまま放置せずに、 

乾いた巧で水滴をふを取ってください。 



お室など湿気のをいところや、屋外で雨 
にめれるところなどでは充電しない。 

感電、発火、異常発熱のおそれびあ0ます。 
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A 警告 


延長コードの使用、他の電気器具との 
( X )タコ足配線はしない。 

感電-異常発熱-火災のおそれびあります。 

禁止 

乂電源コードを傷付けたり、破損したり、 
【\)加工したり、無理に曲げたり、引張ったり、 
ねじったり、たばねたりしない。また、重 
禁止 い物を載せたり、挟み込んだりしない。 

コードび破損し、感電-火災の原因になります。 

バッテリーの液び皮膚や巧類に付着した 
ときは、直ちにきれいな水で洗い流ず。 

館に障害を起こすおそれびあります。 

強制 

バッテリーを閉めをった倉庫や、自動車 
IX )内など、高温になる場所に保管、または 
、— y 長時間放置しない。 

禁止 


A 注意 


充電中やリフレッシュ中は、充電器に 
長時間触れない。 

ケースの温度び40で〜抓でになる場合 
びあり、低温やけどのおそれびあります。 

/ 

/ /L 77/, 雨、 。一 ご、 、 

充電しないとをは、おず電源プラグを 
コンセントか!5巧いておく。 

絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。 

雷 原プラグ 
を巧く 


電源コードがドアやサッシなどに挟まれ 
■■ ないよう取り扱いには十分むま意ずる。 

]- ドを傷〕け感電や発火のおそれびあります。 


強制 

電源プラグを巧くときは、コードを}寺 
たずに必ず先端のプラグを持って巧く。 

感電、シヨ- 卜、 発火の原因になります。 

強制 

電源プラグにゴミや±、油が付着しない 
■■ ょうにま意する。 

感電や発火のおそれびあります。 

強制 

充電翻こバッテリーをしっかりと奥まで 
■■ 差し込む。 

差し込みびゆるいとパッテ1」-び転倒し 
ggffii けびのおそれびあります。 

/ C \ バッテリ-を充電器に取り付けたまま 
(\1持ち上げない。 

充電器がはずれて落下しケガをするおそれが 
g 止 が0ます。 


ノ 









































































電動八イブリツド自拓まについて 


電動自転車は普通の自転車とは違った、ペダルアシス ト 付きの自転車でず。 
電動自転車についての正しい知識を身につけましょう。 

ペダルアシストとは 

人がペダルを踏む力に応じて、前輪にモーターの巧助力を加え走行を助ける機能です。 



下記のよラなとさはペダルアシストび働をません 


参を度び 24 km / h な上のとを 

※速度が 24 km/h な下でち平地などのペダルの負荷が少ない道路では、ペダルアシストが働かない 
場合があります。 

参ペダルの回拓を止めているとを 
♦バッテリー巧量びな<なつたとを 

※バッテリー残量びなくなるとペダルアシストは働をませんび、普通の自転車として走巧 
でさまず。 

♦をブレーキをかけているとを 


ペダルアシストのしくみ 


人がペダルを踏み込む力を 
r クランクセンサー」が検出し、 
コント□-ラーに入力します。 
コント□-ラーのマイコンが 
トルクデータと、あ5かじめ 
記憶しているモーター特性の 
データから必要なモーター出 
力を算出して信号を送り、 
モーターが補助力を発生させ 
るし <みです。 



後輪 
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走行できる距離の目ち 



条件：バッテ U —新品、温度20む、無風状態、前照灯消灯、車載質量日 0 kg (乗員および荷物を合計した 
質量)、タイヤ側面に記載の空気圧 

※走りかた、道路状況、気候などにより1回の充電で走行できる距離は異なります。 

: 特に整備状態(タイヤの 空気圧な ど)、 積載質量の 増加や上り坂びをい場合は、走行できる距離 

i び短くなります。 

: ※バッテリーの特性上、を期は走行できる距離び短くなります。 

i ※バッテリーの特性上、充電回数の増加に従い、1回の充電で走行できる距離び短くなります。 

I 、 ※走行距離はあくまでも目まで、1回の充電による走行距離を保話するものではありません。， 



















































































































































各部のなまス 


手元スイッチ部 


残 量 表示 
ランプ 


アシストモード ライト入/切 


ランプ 


スイッチ 


後ブレ ー^キレバー 
グリップ/ 


八ンドル部 

才ールラウンダー 
八ンドル 


前ブレーキレバー 
ベル 


の巧量/巧電中 

i 才-卜標華パワ-アップ；\ 

! 000 

，電源 
( 人/切 J 

围(鋼 


電源スイッチアシストモード 
切曾スイッチ 



ブレーキワイヤー 


バッテリー取りはずし 
キーシリンダー 




マークの 数字は掲載 ページ 



を术しています。 


八ンドルジョイント 





バッテ U —装着後は必ずキー 
を抜いて< ださい。自転車の 
走行中にはずれると紛失ずる 
可能性びありまず。 


U ア U フレクタ 
惟部反射器） 


調壁ねじ 
煙速機） 

ホイール 
U フレクタ 
很射器） 

■なげ am 


チェーン 


ペダル 
型式認定番号-品番 


八ンガースタンド 


型式認定番号は法律上、普通自転車と 1 (ッテ U —交換時期の目安確認のため 
して認められたことを証明ずるをの に、ケース側面の記入欄に油性ペンで 
でず。はびさないで<ださい。 販売店名-お買上曰をご記入<ださい。 


- 付属品 

充電器 

品番： CY - PAA 4 



22 


パンド 
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• - ♦ - - 






- オプシヨン(別売） - 

車体カバー 
品番； CY-J SC 1 



タイヤ 


ホイール ^イ^—夕_— し、 
IJ -7 レ夕 Ct — 夕 一_ L — ツト） 

(反射器） 


アドバィス) - 

スピードメータは取付でをない 
ちのびあ D ますので、特に!;(下 
の点に注意しておホめください。 
•スポークサイズ (#13) に適応 
しているか 

•電動八イブ I 」ッド自転車の前 
フォークとスポークの 間睛に 
適応しているか 


組み立てかた、巧0たたみかた 


且み立てかた] 



車体を開さます。 



八ンドルを立てまず。 



ジョイント部び確実に閉じている 
ことを確認してください。 



①ジョイントの溝部にレノ（一の凸部を 
はめ込みまず。 

⑨レバーを下ろして確実に固定しまず。 



八ンドル固定ネジを締めて 
固定しまず。 


レノ（一の固定力びゆるすざる、または固すざる 
時は、調整ナツトをボックスレンチ等で調整し 




• 本体ジョイントや八ンドルジョイントの 
開閉部に手や指を入れない。 

手や指をはさんでけびをするおそれびあります。 

• 本体ジョイントや八ンドルジョイントの 
開閉部に、プレーキワイヤー、変速ワイヤー、 
電線ケーブルをはさまない。 

破損して正常に機能しなくなったり、感電する 
おそれびあ0ます。 



本体ジョイント 


八ンドルジョイント 


巧りたたみかた 


八ンドル固定ネジをゆるめ、 
八ンドルを折りたたみまず。 



① レバーを 引き上げまず。 

感づ ョイントの溝部からレノ（一の 
凸部を外しまず。 




スタンドをあげ、ペダルを 
図のよラな位置にしまず。 



車体をたたみ、車体固定バンド 
で八ンドル、車体前部、車体後部 
を固定しまず。 



レバーを持ちシャフト部を引さ上げな 
びら、ジョイント部を開いてください。 



•巧りたたんだ状態で座ったり、 

ちたれかか5ない。 

ノ V ンガースタンドび破損したり、 

転倒してけびをするおそれびあります。 

■巧りたたんだ車体は不ま定な 
場所に置かない。 

車体び倒れて破損した0、体に当たって 
けびをするおそれびあ D ます。 
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お柔りになる前に 


しい姿勢、正しい服装で柔りましよう 


ま全に柔車していただくため、下図のよラな姿敦になる 
位置に八ンドルとサドルを調整してください。 


八ンドルの高さは、ヒジび 
軽く曲びる程度に調整して 
<ださい。 

* 八ンドルの高さは 
お買い上げの販売店 
で調整してちらって 
<ださい。 



ヴドルの高さは両足先び 
地面につくよラに調整し 
て < ださい。 


適応身長の目ま 


14已 cm じ(上 


動きやずく、運転しやずし W 民装で自転車に柔つてください C 


巧童(口才未満のち)び乗 
るとをは、おず自転車用 
ヘルメットを着用させる。 


ァドバィス j - 

•自転き用ヘルメットを着用 
してください。ヘルメット 
は頭部の保護のために有効 
です。 

•すその広いズボンはズボン 
バンドで止めて、巻さ込み、 
巧れを防止して < ださい。 




ヴドルの高さ調整 


• I シートピンを約2〜3回転ゆるめます。 

^ わ願し 、 J - 

シートポストを傷付けないよラ、シートピン 
を十分ゆるめて高さ調整を行なってください。 


ヴドルを上下に動かして高さを調整し、 
W ヴ ドルを持って シー トピンを締め付け 
ふづ 0 

A サドルを上下左ちにゆすり、しっかり 
固定されていることを確認します。 

0締め付け後、シートピンび乗車時に 
W 引つかからない位置に収納してください。 





乗車時に引つかからない 
位置に収納してください。 



サドルや八ンドルは引き上げ 
限界線び見える状態で乗!5ない。 

ヴドルや八ンドルの折れや抜けにより 
衝まや転倒によるけびのおそれびあり 
ます。 


乗車前の点検 


安全に乗車していただくため、乗車前に下記の点検を実施する習慣を 
つけましよラ。 


ベル 


[0 変速機 


[0 サドル 


バッテ IJ - 


U ア U フレクタ 


0 車軸（後） 


B スポ-ク 


@ タイヤ（後） 

@ スタンド 

ホイールリフレクタ 


チェーン 



IP ハンドル 


@ 前後ブレーキレバー 


八ンドルジョイント 


フ□ント IJ フレクタ 


LED ライト 


車軸揃） 


スポーク 


■0 タイヤ（前） 


ホイール IJ フレクタ 


I 本体ジョイント 
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N 前後ブレーキレバーの握りしろ 


ブレーキレバーび開放時の 
約2/3 の位置でブレーキ 
び効を始めることを点検 
します。 



D 八ンドルのびたつさ 


前タイヤ 


を 前後車軸の固定状態 

タイヤをゆすり、車軸にびたつをびないか点検します。 

B スポークのびたつを、損傷 

スポークにびたつさや損傷びないか点検します。 

m ペダルのびたつさ 

ペダルをゆすり、びたつさびないか点検します。 


旺 LED ライトの点灯 

巧れ、損傷びないか点検します。巧れはみさ取り、 
損傷している場合は交換してください。 

LED ライトび点なするか点検します。 


0ホイールリフレクタの巧れ、損傷 

巧れ、損傷びないか点検します。巧れはみき取り、損傷 
している場合は交換してください。 


奉知らせ >- 


タイヤのブ□ックパターンにはち向びあります。工場 
出巧時は下図のようになっています。 


回串占ち向 





Q ベルの鳴り具台 

ベルのノブを指ではじいてベルび 
鳴るか点検しまず。 


な 


み 


E サドルのびたつさ 

ヴドルを上下左ちにゆずり、びたつをびないか点検しまず。 


フ□ント、 U アリフレクタの巧れ、損傷 

ミちれ、損傷びないか点検します。巧れはふき取り、損傷 
している場合は交換してください。 


回 スタンドのびたつさ 

スタンドをゆすり、びたつさびないか点検します。 

Q 本体ジョイントのびたつを、損傷 

本体ジョイントにガタつさや損傷びないか点検 
します。 


巧 


チェー 
チェー 




ンの 


標準空気圧 


280 kPa (2.8 kgf / cm 2) 




接せ部：約 Idem 


タイヤ側面にち記載 


」八ンドルジョイントのびたつさ、損傷 

八ンドルジョイントにガタつきや損傷びないか点検します。 


ソの張り具合 

中央部を持って上下に動かし、 
〜2已 mm あれば適正です。 


己~2巳 mm 


」バッテ U - の取付状態 

産実に取り付けられていることを点検します。 


」変速機の作動 

変速グ U ップを回してシフト位置び田〜圓 
の表示位置に移動でさるか点検しまず。 


25 
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お願い y 


• 使用開始後2ヶ月];(内に販売店で自転車ま全整備±、自 
転車技師またはそれと同等の技能を有する者により点検 
を受けてください。 



点検、輯倒などで異常があった場合は使用を 
やめてお買い上げの販売店にご相談ください。 


6 


4 


0 


開放時 


- 2-3 

II 



〇 

す 

、。弧ま 

りすとし 

すまヤ検 

ゆしイ点 

に検夕か 

ち点前る 

左かび S 

下 S ルて 

上なドつ 

をびンな 

ルさ八に 

ドつ 

為就値 



帥が 
〇诏 
. —釘 

約に 
びヤ 
さ V 
長夕 
のか 

73 \ 1 | 

宜し 
地な 
接い 
のて， 

ヤしすス。 
ィ耗まシす 
夕摩しアま 
、、検とし 
さた点る響 
とまりし影 
た。いて< 
しすなしさ 
車でいか大 
乗正て減に 
に蟲つび離 
車ばさ圧距 
転れさ気行 
q 自なび空走 


4 























































































































































































































































交差点を通るときは左に 
曲がる車にを意 

左に巧びる車のずぐ横は、卷さ 
込まれるおそれびありまずので 
十分を意して < ださい。 



車のすぐ横を走るとき 

急にドアび開いたり、車の陰から人び出てくる 
ことびありまずので十分ミ主意してください。 

車のすぐ後ろを走るとき 

前方び見えにくかったり、車び急に止まった0、 
巧びったりずることびありまずので十分ミ主意し 
てください。安全な距離を保ってください。 




停止するとき 

ち腕を斜め下に出して停止 
して < ださい。 


左がするとを 

ち腕のひじを直ちにあげ、速度 
を落として曲びって < ださい。 




信号機のない交差点で 
ちがずるとを 

ち腕を水平にし手のひらを 
下にして、向こラ側まで進 
んでからち折して < ださい。 


視界の悪いとさ 

必ず前照灯をつけてください。 
また、前照打は早めにつけて 
<ださい。 



歩道を通行でさるところでは 

車道寄0を徐行してください。 
(歩行ち優先） 



踏切では 

一時停止して左ちのま全を 
確認してください。 




駐輪禁止の場所に 
停めないでください。 







道路標識を守りましょう 





自輯車通行止め 


户行止 j 

通行止 



横断歩道 


盛 I 圆 


う©©] 


自転車およびを行ち専用 自転車専用 自転車横断 i 也帯（路面標示） 



自転車は車両用信号に 
従って進んでください。 


信号機びある交差点でちがするとき 

▲印で一旦停止して向さをかえ、正面 
の青信号で進んでください。 

(2 段階ち折） 


(□□日 

り1 






正面の信号機び青のとさ 

車両用信号に従い、矢印のよラに 
交差点へ進入して < ださい。 



お柔りになる前に (ごづを） 


道路を走るとさに必要なルールでず。まず、これだけは覚えておきましよラ。 




主こにい 
ごとしさ 
る出だ 
ゴ あびく 
'化の飛て 
• g 校のし 

学供意 

咱'ゃテを 

が園は分 

子公で十 
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巨 











































































































































































































































































































柔りかた 

ぐ 

進のしかた〕 

I ジョイントがしつかり固まされていることを確認しまず。 

八ンドルジヨイントと本体ジヨイントび固く締められていることを確認してください。 

緩いとさは締め直して<ださい。 


2スタンドをあばてヴドルにまたびります。 

□ッ クレバーを後方に押しあげてから、スタンドをあげてください。 



毎回乗車前にガタ、ゆるみ、ひび割れ 
などの異常びないか確認する。 

異常びある状態で柔車すると事故や転倒に 
よるけびのおそれびあ0ます。 






けり乗りはしない。 

転倒や接触事故によるけびのおそれびあり 
ます。必ずヴドルにまたびってから発進して 
ください。 

* けり柔りとは 

片足でペダルをこざなびら助走し、反動 
をつけてヴドルにまたびる乗りかたです。 


〇ペダルを踏まずに電源スイッチを巧し、電源を rxj にしまず。 


残量表示ランプび点打します。 



ペダルを踏みなびら電源スイッチを入れると、残量ランプのち側の]灯び点滅して、 
ペダルアシストび働かない場合びあります。 

これは急発進を防止するための機能であり、異常ではありません。 

この場合は、ペダルを踏まないで、をう一度電源スイッチを入れ直してください。 
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A 


4巧量表おランプの表示状況を確認します。 

残量表示ランプは下表のよラにバッテ U —残量の目安を5段階で表示します。 


残量表示ランプの表示状況を確認し、必要な5巧電してください。 


バッテリー残量 


残量表示ランプ 
の表示状況 


目 ま 


ホ 


満 


約1000/〇〜700/〇 


5美量/巧電中 

口 ♦参 ♦ 

( L 印ランプ3つとち点な) 


約700/〇〜400/〇 


巧量/巧電中 

な • ♦ 〇 

( L 印ランプ2つ点な） 


ペダルアシスト走行でをます。 


約400/〇〜10% 


タミ量/巧電中 

均 参 〇 〇 

( LED ランプ1つ点な） 


約100/〇〜3〇/〇 


タミ量/巧電中 

-0 〇 
( LED ランプ遅い点滅） 



そろそろ充電しましよラ C 


バッテ IJ 一残量び残りわずかな状態 
でず。 


約3%〜〇〇/〇 


巧量/巧電中 

-0 〇 
( LED ランプまい点嫩 



充電してください 。 I 
ペダルアシスト走行できない状態でず。 
ペダルアシスト走行はでさませんび普通の 
自転車として走行でさます。 


※残量表示ランプび消灯していく間隔は、バッテリーのげ態、走りかた、道路状況などにより異なります。 

願し' 0が客様び実際にを t 号されるをイ牛と夕! M 表示ランプの表おがミ兄を5崔認し、ペダル7シス h®T 

、 - J でさる距離の目安にしてください。 

「残量表示びずれているのでは？」と感じた場合は、 U フレッシュ充電を行ってください。 


5安まを確認して発進します。 


前後左右の安全を確認してから、しっかりと八ンドルを握り、ペダルを踏み込み発進します。 
ペダルを踏み込むとペダルアシストび働さまず。 

※走行中はペダルアシストの作動音びしまずび、異常ではありません。 


— ( お願い > 


>電動八イブ U ッド自転車はペダルを踏み込むと、力強く 
発進しよラとしまずので、ごま意ください。 

(停車中は、ブレーキをかけて<ださい。） 

坂道の手前では、ブレーキの効さ具合を確認ください。 

また、急な坂道ではま全のため、降りて巧してください。 

>電動八イブ U ッド自転車は普通の自転車に比べ若干重いため、 
バランスを崩し転倒によるけびのおそれびあ0まずので、空地や 



人びいない安全な場所でよく練習してから一般道路を走行してください。 

* 走行時に前輪のダイナモーターから若干ギア音び発生ずることびありまずび異常ではありません。 

* お客様び実際に走行される条件と残量表示ランプの表示状況を確認し、ペダルアシスト走行でさる 
距離を把握してください。 



発進時-駐輪時は A ンドルの傾きにを意する。 

前輪び一般の自転車に比べ少し重くなっているのでバランスを崩し転倒するおそれびあ D ます。 
発進時は八ンドルを真直ぐにしてくださし、八ンドルび横向をのままペダルを強く踏み込むと、 
前輪駆動の特性によりバランスを崩すおそれびあ D ます。 


ノ 

































































































































柔りかた(つづき) 



幸'知らせ > 


く設定位置について> 


変速グリップ 
(この部分をにざる） 


軽くなる 


ペダルが 
重 < なる 


I 停車中でち変速でさまず。 


お願い 




変速操作は交通量の多 < ない 
安全な状況で、1段ずつ行なつ 
て < ださい。 


シフト 位置 回 




ペダルび重くなります。 

スピードび出ます。見通しの良い 
まっすぐな場所で使用して<ださい。 


アシストモードについて 


くアシストモードの切り替えかた> 

•モード切替スイッチを巧しまず。 

押すたびにアシストモードび切り替わり、 
ランプで表示します。 

アシストモードランプ 


※電源を入れたとさは「オート」にセットされていまず。 




/^^巧量/巧電中 

000 

才-卜標準パワ-アップ ' 

CIXiXD 

電源^ 1 
人/切 J ^ 

ホ 

脚 。; 


押す 



モード切替スイッチ 


厂り 3知らせ > 


>設定位置は一般的な使用例でずので、道路 
状況や体調などに応じて設定位置を選択し 
て < ださい。 


イート I 


「アシストカ」と「発電走行」（補充電）を快適かつ 
効率よ<自動切替して走りたい場合におすすめ 


-勾配の緩急に応じて、人の力「1」に対してモーターの力び 
最大「2」の割合の補助力で走行しまず。 

-平地などでペダルを踏む力びかなくてちよい場合は、自動的に 
アシストカを抑えて節電走行しまず。 

•上り坂では、道路の勾配に応じて、快適に登坂できるように 
自動的にアシストカを調整しまず。 

-下り坂では、道路の勾配に応じて自動的にモーターブレーキを 
かけ、バッテ U - に補充電しまず。 


1 標準 1 

平地中むに一定のアシストカで走りたい場合におすすめ 

-人の力「1」に対してモーターの力び最大「1」の割合の補助力 
で走行します。 

-広範囲にお使いいただける標準的なアシストモードです。 

1 パワーアップ 

上り基調のコースなど、力強いアシストカで 
走りたい場合におすすめ 


人の力「1」に対してモーターの力び最大「2」の割合の補助力 
で走行します。 

r パワーアッスは、 r 標利よりもペダルをむ地よく回せる 
よラにアシストカをアップしていまず。このため、上り坂など 
力強いアシストカび必要なとさはより楽に走行でさまずび、 
電力の消費量は多くなり、走行距離は短くなりまず。 （ r 標準 J 

に対して約70〜80%となりまず。） 
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《「オート」での惰性走行時の自動モーターブレーキ(発電走行)は補助的なブレーキです。 
最終的な減速度合は前後のブレーキレバーの操作により調整して<ださい。 


LED ライト（前照な）について 




く点なのしかた> 

•ライト入/切スイッチを巧すと L ED ライトび点打-消打状態に切替わります。 
(電源スイッチ「入」時） 



^ お知らせ) - 

• LED ライトは電源スイッチび入っている時に点灯します。 

•ペダルアシストしなくなって（残量表示ランプび速い点滅)から、約]已分間点灯します。 
•夜間に LED ライトび消灯した場合は、自転車から降りて自転車を押して<ださい。 


く照射ち度の調壁> 

自転車の前ち約] Om の路面を照 b すよラに調整して<ださい。 




LED ライトを矢印方向に 
動かして照射角度を調整 


オートパワーオフについて 


•電源スイッチび「入」の状態で]□分政上放置しておくと、バッテ U —の無駄な消費を防止するため、 
自動的に電源び切れまず。（残量表示ランプび全て消灯）バッテ U —ライトを消灯しまず。 



20 









































































































































ブレーキ巧電個生巧動について 


•ブレーキ充電とは、走行中に後ブレーキをかけることによってダイナモーター 
を発電機として働かせバッテリーを充電する機能です。ブレーキ充電中は 
電気式の制動力が発生します。 


※低速(約 Skm / h け下）での後ブレーキ操作ではブレーキ 
充電び働さません。（機械式ブレーキは働さます） 

《電源び「入」の時のみブレーキ充電を行います。 

ブレーキ充電中はランプ 
を;左からちへ流れるよラ 
に点滅しまず。 



バツテ U - 


電気で モーター 
を回す 


ー モーター の力で^ A 

—前輪を回す ^ 

Qe _ 夕—）前輪^ 

f 鹏 


^タイづ モーター I 

切曾） 


バツテ U - 


発電された電気で d . 惰性走行力で 

ルツテ1」-綺電/-\発電機を回す 






p C ァドバイス ) - 

•効率的にブレーキ充電を行ラためには、 
下0坂で後ブレーキを軽< かけて走行 
し、ブレーキ充電時間をなるべく長く 
取れるよラに、走行してください 
※速度の出し過ざにはミ主意してください 


f お知5せ） 

•ブレーキ充電中やアシストモード「オート」の回生充電中に過充電になった場合は、電池への 
充電をとめるためブレーキ充電による制動力び働さません。（機械式ブレーキは働さまず。） 

また、走行速度び約 24 km / h け上でをブレーキ充電び働かない設定としていまず。 

•急な上り坂を上ったあとなど電池内部の温度び高い時は、ブレーキ充電び働かない場合びあります。 
•ブレーキ充電中は前輪のモーターよ0音びし、若干前輪に制動びかかりまず。 

•停車する場合は必ず、機械式ブレーキをかけてください。（ブレーキ充電だけでは停止することび 
でさません。） 



走行中は、ブレーキ充電(回生充電)表示や残量 
表示ランプ等をを視しない。 

まおに気をとられ前方不を意となり、衝突や 
転倒によるけがのおそれがあります。 
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停止、駐輪のしかた 


1自お車を停止させ、電源を切ってか6自面車を底ります。 


ブレーキ のかけかた 


後ブレーキをかけなびら前ブレーキをかけて<ださい。 
《左側び後ブレーキ、ち側び前ブレーキでず。 
※下り坂では、強くブレーキをかけっぱなしにしないで 
ル刻みにかけてください。 

※前ブレーキをかけたとさ、コッコッと音びずることび 
ありまずび、性能上問題ありません。 


電源の切りかた 



前 ブレーキ だけの ブレーキ 操作はしない。 

転倒によるけびのおそれびあります。 


p T お知らせ ） - 

•後ブレーキをかけるとペダルアシストは 
自動的に OFF となります。 



d スタンドを立てます。 


平たんで安定した場所を選んでスタンドを立てると、 
オート□ックび働さ、スタンドび□ックされます。 
前輪びふつうの自転車に比べ少し重くなっています 
ので駐輪時ノ \ンドルの傾さにミ主意してください。 

□ックレバー 




ク 



イ妻願い y 


I 盗難防止のため必ず 
鍵をかけて < ださい。 
I 雨ざらしになるとこ 
ろには駐輪しないで 
<ださい。 


イヤルをお巧さな4巧の番号にセットでさます） 
ナン) (- セットの 手順 (セット 例1393 の 場合） 



指示線(大さい兰角）^ 

〇解錠番号を指示線(大きい兰角）に 
合わせて矢印方向に端子を抜をま 
す。（お買い上げ時は"000日"に 
セツトされています。） 


変更線(ルさい兰角）^ 

© 変更ダイヤルを矢印の方向に 
回し、変更線(かさい兰角）に 
合わせまず。 



@解錠番号をお好をな4巧の 
番号(例は 1393) に合わせて 
ください。 



〇変更ダイヤルを戻して指を線 
(大きい兰角）に合わせ、セット 
完了です。お忘れにな5ない 
よラに、番号を本書32ページ 
に記入してください。 
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巧電のしかた 


1巧電場巧 (下記の条件を満たすところ）を巧めまず。 


•風通しがよく湿気の少ないところ 

•周囲温度が日〜40でのところ 

•平たんで安定のよいところ 

•水のかか5ないところ 

♦直射曰光や雨つゆの当た5 

•幼児やぺットなどがいたず5を 

ないところ 

しないところ 


ごバツテリーを取りはずします 


〇キーをバッテ U -取りはずしキーシ U ンダーに差し込み、矢印のち向に回しなびらバッテ U - 
八ンドルを持ってバッテ U —を取りはずします。 



3バッテリーを巧電器に接続します。 

〇垂直ち向に差し込み、 

曾後方に倒しなびら奥まで押し込んでください。 Hifr 

りくッテ U —を持ち上げてみて充電器ち一緒に 
持ち上びれば、確実に装着されています。） 

色電源プラグをコンセントに差し込みます。 


バッテリーは図のよラに巧電器にしっかり 
と奥まで差し込んで巧電してください。 

A 危険 

充電器は水平な面に置いて充電する。 

傾いた所で充電すると、バッテリーが 
転倒しけびのおそれびあります。 

A ま意 

充電器にバッテリーをしっかりと 
奥まで差し込む。 

差し込みびゆるいとノ（ッテ U -び転倒し、 

けびのおそれびあります。また、充電器の 
赤ランプび点灯せず充電でさない場合を 
あります。 



バッテ U - 

電源プラグ 



バ お願い >- 


コンセント 


電源は交流10肌専用コンセント 
を使用してください。 


•充電器のホランプび点打ずると充電を開始しまずび、 
ホランプび点滅ずる場合、充電器の差し込み不足の 
可能性びありまずので一度ノ（ッテ U —をはずして充 
電器へ差し込みなおしてください。 

>テレビやラジオなどの A V 機器から離して充電して 
ください。雑音び入ることびありまず。 


バッテリーの巧電について 


(1) バッテ U —は工場出荷時、充電されていませんので、ご使用になる前に充電してください。 

長期保管される場合は満充電にしてください。また3力月に一度充電して保管してください。 

(2) バッテ U —の状態や使用環境により、まれに充電でさない、または正常に充電び完了しない場合び 
あります。この場合は、一度充電器のコンセントを抜さ、3分！;{上間をおいて充電してください。 

(3) •充電器にセットして充電完了してを、手元スイッチの残量ランプび3灯点灯しない。 

•残量ランプび2なまたは]な点なしているのに急にアシストび停止する。 

似上の事象び発生することはまれですび、これらの場合実際の電池容量に対し、残量表示のズレび 
生じている可能性びあります。この場合は満充電完了した後、一度バッテ I 」一を充電器からはずし 
再度充電器にセットして、1」フレッシュ充電を行ってください。 
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、 


4巧電方法を選びまず。 


バッテリー①巧電方法には普段に行なう r 通常巧電」と、完全放電と巧電を自動的に行ない 
メモリー効果 （ Qu 参照）によるバッテリーの一時的な性能低下を回復させる「リフレッ 
シュ充電 J の 2 つのち法びあります。バッテリーの状態に応じて充電方法を選んでくださし、。 


通甫巧電 


普段は「通常充電」を行なってください。 


>ホランプび点打すると、充電を開始します。 


巧電中 


TumTLf 


BATTERY CHARGER 

ホランプ点な 



ホランプ消な 


巧電時間： 

充電前のバッテ U —状態や外気温などにより異 
な0ますび、残量表示ランプび速い点滅を始め 
るまで乗ってから充電した場合約2時間1已分です£ 


《ご購入後初回の充電は充電時間 
び多少長くなることびあります。 



充電開始 


ホ兩りマ 

化巧兀 J 


アドバイス 


I バッテ U —残量びをいときは充電時間は短く 
なります。 


リフレッシュ巧電 


U フレッシュ充電の目を 
通常の使用……月1回 
走行距離び善しく短くなった場合' 


'数回 （3 〜4回） 


♦ホランプび点打中に、 U フレッシュボタン 
を押します。あとは U フレッシュ充電完了 
まで自動的に充電び行なわれます。 

リフレッシュ中 



U フレッシュボタンを巧す 
1 = 1 ^ 

凡电 7U r 


BATTERY CHARGER 

〇 巧!） 

巧電中 saiJyo 

ホランプ消灯 


緑ランプ点な 

ぉ電中 

BATTERY CHARGER 

赤ランプび点灯 


リフレッシュ充電時間： 

充電前のノ（ッテ U —状態や外気温などにより異 
なりますび、 

約2時巧15分〜最長約13時巧15分です。 


リフレッシュ時間 
最長約11時間 


1」フレッシュ開始 


充電時間： 

約2時間1已分 


充電開始 


ホ帝なマ 
化巧兀 J 


アドバイス 


•バッテ U —残量びをいとさは 
I 」フレッシュ時間び長くなります。 

•リフレッシュ充電は時間のを裕がある 
ときに行なってください。 


E 願い ^ I 」フレッシュ中にコンセントを抜き差ししたり、停電(約2秒じ(上）したときは停電復帰後、「通常 
一一— J 充電」になります。 U フレッシュびできていませんので、ちう一度 I 」フレッシュボタンを押して 
n 」 フレッシュ充電」を行なってください。 


厂 G お知らせ > 


I 充電開始時や充電中にホまたは緑ランプび遅い点滅(約0 . 已秒点灯、約 ] 秒消灯） 
をしている場合、充電待機中です。パッテ U —の温度び下びれば自動的に再開します。 
I 充電中や U フレッシュ中は、充電器およびノ（ッテ U —び多か、熱くなりますび異常 
ではありません。 
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につづく 
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巧電のしかた(つづき) 


〇巧電完了後、電源プラグを巧をます 

〇電源プラグをコンセントか b 抜さます。 


0 


@充電器を手でおさえなび b ち図の 
手順で充電器からバッテ1」一を取 
り外しまず。 


電源フラグ 


かし手前に 
たおず 



バッテリーを充電器に取り付けたまま 
持ち上げない。 

充電器びはずれて落下しケガをするおそれび 
あります。 



b バッテリーを取り付けます 

• I バッテ U —取付部に異物びないか確認します。 
* 異物びある場合は取り除いて < ださい。 


© 下図の順番で取り付け「カチッ」と音びするまでしっかりと差し込みます。 


バッテリー八ンドルを 
キー ケースに沿うよう 
に差し込んでください。 


バッテリー八ンドル 



バツテリー 



キーケース 


€31® 採 難 I た バッテ U - ハンドルを持って外すち向岡っ張り、外れないことを確認 
バッテ U —び確実に取り付けられていないと、落下するおそれびあります。 
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バッテリーについて 


バッテリーは電動 A イブリッド自転車のペダルアシストをするうえで重要な部品です。 
バッテリー（ニッケル水素電池）①特性を理解され正しくご使用ください。 

落としたり、ぶつけたりしないでていねいに扱いましよラ。 


両バッテリー （ニッケル水素電池）の特性について 


参ニッケル水素電池は高性能充電式電池の一種で、充電と放電を繰り返し使用でをるすぐれた 
電池です。 


参ニッケル水素電池の特性を充分発揮させるため、でさるだけ残量表示ランプび速い点滅に 
なるまで使用してから充電してください。 

•バッテ U —の寿命は気温 • 使用状況 • 充電のしかたなどにより異なります。 

充電回数の増加に伴い1回の充電容量び少な<なります。 

•長期間使用せずに保管すると自己放電によりバッテ U —残量び次第にかなくなります。 


广 メモリー効果について） 

•継ぎ足し充電（バッテ1」一残量び残っている上から充電）を繰り返すとバッテ1」一残量び 
見かけ上低下する「メモ1」一効果」といラ現象び起こり、 ] 充電当りの走行距離び短<な 
ることびあります。「メモ1」一効果」の現象び起さた場合は1」フレッシュ充電を行なって 
<ださい。 


バッテリーの交換の目安 


バッテリーには寿命があります。 


バッテ U —び寿命とな0ましたら、 
お近< の=洋電機商品販売店でお買 
い巧め < ださい。 

品番： CY - PH 31 


り（ッテ1」一交換は有料です。 

バッテ1」一の交換時期は、使用状況、充電のしかたなどに 
より異なりますび、リフレッシュ充電を行なってち、 

満充電後の走行距離び、新品時より、著し<短< 

(約半分下）なったとさび交換時期です。 

>バッテリー交換時期の目安 ' ' 

バッテ1」一交換時期の目安として、約3日0〜加日回の充電/放電の繰り返しで交換時期に至る 
場合び多いですび、充電回数び3日0回未満の場合でち、ご使用や保管の条件等により、 

1〜2年程度の使用期間で一回充電あたりの走行距離び著しく短く（新品時の約半分(下） 
になる場合びあります。 

※を期はバッテ U - の特性上、走行できる距離び短くなります。また、ペダルを強く踏み込む 
状態で走行する機会び多かったり、高温になる駐輪場でバッテ1」一を保管すると、通常より 
少ない充電回数や、短い期間でバッテ1」一び消耗し、寿命となる場合びあります。 

※バッテ1」一は消耗品です。「バッテ1」一交換時期の目安」と保証期間は関係ありません。 


過放電 (パ'ッテリ-残 量び 完全になくなった状態) したバツテリーについて 


♦長期間保管などして過放電したバッテ1」一は、劣化び進行しています。1」フレッシュ充電を 
行ってち新品時の容量まで回復しません。 

♦過放電を防止するため、長期間保管される場合は満充電にして<ださい。 

また3力月に一度満充電にして保管してください。 



ニッケル水素電池まリサイクルへ 


または充電式電池 U サイクル協力店にお持ちいたださ、 U サイクルにご協力ください。 




齊社は有限責任中間法人」目 RC に参画し、 U サイクルを実施しています。 
使用済みのル形充電式電池の U サイクルにご協力ください。 
http :// www . jbrc.com 
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お手人れと保管 


お手入れについて I 

本体のミちれは水を含ませ、固くしぼった 
やわらかい巧などでされいにふさ取って 
ください。 

ミちれのひどいとさは、中性洗剤を浸した 
巧でふを取り、乾いた巧で洗剤が残5な 
いよラによくふさ取ってください。 



水洗いはしない。 

浸水によって電気部品および配線の絶縁び劣化し、漏電 
など故障の原因になります。雨天走行で水にめれたとを 
は乾いた巧で拭を取ってください。 



一 願しか 


シンナーやベンジン、みびさ粉、アルカリ性 
洗剤、その他の溶剤は絶対に使用しないで< 
たさい。変色、傷、変形、ヒビ割れの原因 I (- 
なりまず。 


r ァドバィス) - 

•スポーク•ペダルシャフトなどのスチール 
部品は、巧に防鐘剤を吹さつけてふいてく 
ださい。 （ U ムはふかないでください。） 

• フレームなどの金属塗装部は巧れをふさ 
取ったあと、巧に少量のワックスを 
つけてみびさます。 


りちミ由について)1力月に1回指定の箇所に注油してくださし、。 


を 


注油箇戸斤を示します。 



注油禁止箇所を示します。 


前 ブレーキ のち点 


前ブレーキ 
(ブレーキシュー） 



前タイヤ 


使用してください。 


決められた箇所に少量の潤滑油をを油する。 

をすざるとホコ1」を付着させ、故障の原因になりますのでごミ主意ください。 
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保管について 

I 保管場巧 (下記の条件を満たすところ） を;ホめます 0 


♦風通しびよく湿気の少ないところ 
♦平たんでま定①よいところ 
•直射日光や雨つゆの当た5ないところ 



g 電源スイッチが r 切 J になって 
いることを確認します。 


度願い) 


雨ざらしになるところは 
避けて保管して < ださい。 


3タイヤの空気が減つているとまは、空気を入れます。 


■タイヤに適正な空気がないまま保管する 
とタイヤの傷みの原因になります。 

•乗車したとさの接地長さび約1 Ocm となる 
よラにしてください。 



標準空気圧 


1 — 

280 kPa (2.8 kgf / cm 2 ) 


接地部：約1 Ocm 


タイヤ側面にち記載 


4鍵をかけます。 

盗難防止のために必ず、鍵をかけてください。 


p C ぉ願ぃ ) - 

• 自動車のトランクに乗せて運ぶとさは、適切な緩衝材などをあてびって<ださい。車体び 
上下に弾むと、部品び変形したり傷び入るおそれびあります。また、自動車にち傷び入る 
おそれびあります。 

•長期間 （3 力月け上）保管されるときは、バッテ U —を車体からはずし、満充電にして 
室内の涼しい所で保管してください。また、3力月毎に充電し、再使用時はリフレッシュ 
充電をしてから使用してください。 

• 自転車を廃棄するとさは、を自ミ台体の指示内容に従って処巧してください。 
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故障かな？と思った 6 


巧の点検をしていただき、それでもなお異常の 
あるときは事故防止のため使用を中止し、お買 
い上げの販売店または「お客さまご相談窓□」 
(裏表紙)にご相談ください。 

く自拓まについて> 



改造はしない。また、モーターユニット、クランクセンサ 
の分解やを油ちしない。 

部品び損傷したり、外れて転倒によるけびのおそれび 
あります。修理や部品の組み付けは販売店にご相談く 
ださい。また、補助輪の取り付けを行わないでください。 


こんなとを 


ペダルび重い。 


電源スイッチを巧してち 
残■表示ランプび点なし 
ない。 


走行できる距離び短し、。 


バッテリーの取り付けが 
でをない。 


調べるところ 


電源スイッチび「入」に 
なっていますか。 


タイヤの空気び減っていま 
せんか。 

タイヤびパンクしていませ 
んか。 


バッテ U —び充電されてい 
ますか。 


バッテ U —は確実に固定さ 
れていまずか。 


上0坂の連続走行や発進停 
止の繰0返しなど、高負荷 
運転をされていませんか。 


タイヤの空気び減っていま 
せんか。 

タイヤびパンクしていませ 
んか。 


月1回 U フレッシュ充電を 
されていますか。 


乗員及び荷物を合計した重 
さび重すざませんか。 


周囲の温度びほくありませ 
んか。 


長期間保管されていません 
でしたか。 


前照灯を点灯されていま 
すか。 


バッテ1」一取付部などに 
ゴ S などの異物はありま 
せんか。 


直 


かた 


電源スイッチを「入」にしてくだ 
さい。 
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タイヤに空気を入れて<ださい。 


パンクはお買い上げの販売店または自転車店 
に修理を依頼して < ださい。 


バッテ U —を充電してください。 



23 

24 


バッテ1」一の取り付け状態を確認 
してください。 
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走行条件によって、走行でさる 
距離び短< なりまず。 
異常ではありません。 


タイヤに空気を入れて<ださい。 


パンクはお買い上げの販売店または自転車店 
に修理を依頼して < ださい。 


U フレッシュ充電をしてください。 
U フレッシュ充電をしてを同じを 
状のとさはバッテ U —の寿命び考 
えられます。お買い上げの販売店 
にご相談ください。 
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24 


走行でさる距離の目安は、乗員及び 
荷物を合計した重さび日日 kg での数値 
です。 


バッテ U —の特性上、を期など周囲の温度び 
ほいと走行でさる距離び短<なります。 


バッテ U —は自己放電しますので長期間保管 
するとバッテ U —残量び減ります。 


前照灯を点灯した場合、走行でさる距離び 
短<なります。異常ではありません。 


異物などを取り除いてから、バッテリーを 
取り付けてください。 


29 


こんなとを 

調べるところ 

直しかた 

変速でをなかったり、 
ガタガタ音びする。 

変速機の調整ねじを回され 
ませんでしたか。 

お買い上げの販売店にご相談<ださい。 



調整ねじ ——ノ 

残 量 表示ランプび2つ 
叉は3つが同時に点滅 
する。又はち側の1つ 
び点滅する。 

バツテ1」一端テ部の接触不良や 
ぺ夕)レアシストシステムの異常び 
考えられます。 

ち側]つ点滅の場合、ペダルを 
踏みなびら電源スイツチを入れ 
ていませんか。 

ペダルを踏まずに電源スイツチ 
を入れ直してください。 

数回バッテ U - を着脱してください。それ 
でち直らなければ、電源スイッチを「切」 
にしてバッテリーを取り外し、通常の自転 
車走行をして<ださい。その後、お買い上 
げの販売店にご相談 < ださい。 

前輪を手で回ずとずぐ 
に回転が止まる。 


構造上の特性で正常です。 

巧し歩きのとき、前輪 
よりお動びある場合び 


走行して感じない程度であれば正常です。 
走行中でを振動び大さい場合は、お買い 
上げの販売店にご相談<ださい。 


こんなとさ 


ブレーキの効さび悪< 
なつた。 


直し 


〇□ックナツトをスパナなどで 
ゆるめます。 


か 


包調整ネジを回しブ レーキレバー 
が開放時の2/3の位置で効さ始 
めるように調整します。 

@1□ックナツトをスパナなどで締 
め付けます。 


た 



前ブレーキ 




効さが悪くなる 効をが良くなる 




上記の調整を行なっても、ブレーキの効きび悪い場合はお買い上げの 
販売店にご相談ください。 
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こんなとを 


調べるところ 


直 


かた 


巧電器の赤または緑ランプ 

(リフレッシュボタンを巧した 

とき)び点りしない。 


電源プラグはしっかりと 
差し込まれていますか。 
バッテ1」一と充電器は確 
実に接続されていますか。 


電源プラグをしっかりと差し 
込み、充電器にバッテ1」一を 
確実に接続して < ださい。 
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巧電器の赤または緑ランプ 

(リフレッシュボタンを巧したと 

き)び遅し、点 if をしている。 


充電直後ではありません 
か。 

充電後ずぐに充電しよラとしてを、充電 
しないことびあります。 

満充電からの追加の充電はしないで < だ 
さい。 

温度び下びってくると充電を開始します。 

周囲温度の局いところ 
(40 むじ(上）あるいは 
ほいところのむじ(下） 

で充電されていませんか。 

バッテ U —の内部温度び高いと、充電 
しないことびあります。 

涼しいところで充電してください。 

温度び下びってくると充電を開始します。 
温度び低い場合は、室内など暖かいところ 
で充電してください。 

走行直後ではありません 
か。 

走行直後でバッテ U —の内部温度び高いと、 
充電しないことびあります。 

温度び下びってくると充電を開始します。 


バッテ U —と充電器は確 
実に接続されていまずか。 


充電器の差し込み不足の可能性 
びあります。充電器にバッテ U - 
を確実に接続して < ださい。 
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充電器の赤と緑ランプび 
速い点滅 X 2 をしている。 


巧電器の異常でず。 

充電を中止してお買い上げの販売店に 
ご相談 < ださい。 


充電器のホランプび 
速い点滅^をしている< 


バッテ U —と充電器は確 
実に接続されていますか。 
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充電器の差し込み不足の可能性 
びありまず。充電器にバッテ U — 

を確実に接続してください。 

確実に接続してち速い点滅をするとさは 
バッテリーの異常でず。 

充電を中止してお買い上げの販売店に 
ご相談ください。 


充電中、異常を感じた 5。 

误音、異臭、煙び出るなど） 


電源プラクを抜いてお買い上げの販売店 
にご相談ください。 


充電器やバッテリーび熱 
くなる。 


手で触れられない<らい 
熱いですか。 


充電中や U フレッシュ中はを少、熱く 
(40 む〜抓む）なりますび故障ではあ 
りません。 手で触れ5れないほど熱い 

とさは異常でず。 電源プラグを抜いて 
お買い上げの販売店にご相談<ださい。 


* 充電器のランプの点滅の遅い点滅：約日. 5砂点灯、約1砂消灯 が速い点滅：約日. 2砂点灯、約日.2砂消灯 


柳早かな？と思つた5(っづき） 

f N 

く巧電器、バッテリーについて> 


充電でさない 
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防犯登録について 



TS マーク、 B A A マークに ついて 

f N 

• TS マークは、道路交通法に定める駆動補助機付自転車および普通自転車の基準に適合し、国家公安委員 
会の型式認定を受けた自転車に貼付するちのです。貼付された TS マークをはびさないでください。 

■巨 AA マークは、消費者の安全を第一に考え、さらに環境負荷物質の使用を制限する「自転車安全基準」 

を業界自主基準として制定し、同基準に適合した自転車に貼付するちのです。貼付された目 AA マークを 
はびさないでください。 
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仕 様 

■取扱説明書、本体、保証書には商品の色記号を省略しています。 
■包装箱に表示している （） 内の記号び色記号です。 
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定期点検 • 整備チエツクリスト 


■1 回目 （2 力月む内）の点検、整備 

参お買い上げ2力月位のご使用で、を部のねじびゆるむことびあります。 
点検を行ない異常のある場合は販売店にご相談ください。 

■ 2 回目む降の点検、整備 
参末永< ご愛用していただ<ため、お買い上げ後 
巨力月毎の定期点検、整備を継続してください。 

■点検、整備は有料でず。，販売店にご相談ください。 

V:異常なし A: 調 



ブレーキワイヤーは異常び 
なくても2年に1回は交換 
する。 


法由 A :修里X :巧契 C :掃既® (也 


点検箇所 

点検項目 

1回目 

2回目 

3回目 

4回目 

已回目 

目回目 

7回目 

2 力 月 

6 力 月 

1年 

1年半 

2年 

2年半 

3年 

フ レー ム-前フ ォーク 

変形、ガタつを、巧損、ヒビ割れはないか 








本体ジョイント 

変形、ガタつさ、巧損、ヒビ割れはないか 







"ンドルジョイント 

変形、ガタつさ、巧損、ヒビ割れはないか 








八ンドル 

取り付け状態、回転具合は適正か 








変お、ガタつを、損傷はないか 








どろよけ 

変形、ガタつをはないか 








タイヤ 

空気圧は適正か、摩耗、損傷はないか 








U ム 

変お、振れはないか 








スポーク 

ゆるみ、折れ曲がりはないか 








ノ、 ブ（車軸） 

八ブナットのゆるみはないか 








クランク 

ギヤ板の振れ、ヒビ割れ、変形、ガタつをはないか、 

締め付けは充分か 






ペダル 

変形、ねじのゆるみ、回転は正常か 








ブレーキ 

レバーの握りしろは適正か、ヒビ割れ、変形、ガタつをはないか 
ワイヤー類にサビ和ほつれはないか 






前ブレーキのブレーキシューの減りはないか 








後ブレーキの異常音、振動、ひをず D はないか 








チェーン 

たるみ具合、ギヤとのかみ合わせは適正か 








サドル 

取り付け位置、固定は適正か、損傷はないか 








変速機 

正常に操作でをるか、ガタつさはないか 








前照灯 

点打、照射角度は正常か、ガタつを、損傷はないか 








リヤリフレクタ 

角度は適正か、巧れ、ガタつを、損傷はないか 








ホイールリフレクタ 

巧れ、損傷はないか 








スタンド 

作動は正常か、変形、ガタつを、巧損はないか 








ベ ル 

鳴り具合、変お、ガタつをはなしめ、 








ま;'由箇所 

チェーン、ブレーキレバーの 支点、前 ブレーキの 支点、 スタンドの 支点 








その他 

各部のねじのゆるみ、損傷はないか 








ペダルアシストシステムの作動 








各部の取0付け状態と作動 








電気配線の接続部のゆるみと損傷 








カバー類、固定用ボルトのゆるみ 








バッテ U —の取り付け状態 











愛情点検 

長年ご使用の電動八イプリツド自転車の点検を！ 

の 

こんなを状はありませんか 

屋 


使用を中止 
して < ださい。 

事故の防止のため、電池を 
取り外し充電器の電源プラ 
グを抜いて、必ず販売店に 
点檢をご依頼ください。 


♦スイッチを入れても、ときどき動作しないことびある。 

■走行中、異常な振動や音がずる。 

•巧電器のコードを巧り巧げると、通電したり、しなかったりずる。 

• 巧電器やバッテリが変おしていたり、異常に熱い。 

♦こげくさい臭いがずる。 
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